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機能物性研究グループ 信 淳 

 2016 年 5 月 21 日に第 20 回（平成 27 年度）日本表面

科学会学会賞の授賞式がありました。受賞業績は「固体表

面と有機分子の相互作用に関する原子スケール研究」です。

日本表面科学会の表彰規定によりますと、「日本表面科学

会学会賞は、表面科学において相当期間にわたって高い水

準の業績を挙げることにより、本会に貢献した功績の顕著

な個人に与えられる賞」とのことです。第 1 回学会賞は物

性研究所名誉教授の田中虔一先生が受賞されており、現副

所長の小森文夫先生は第 16 回学会賞を受賞されています。

歴代の受賞者のリストを拝見すると、世界的に有名な先生

方が名を連ねておられます。このような栄えある賞をいた

だくことは、たいへん名誉なことであると同時に、まだま

だ円熟したとは言いがたい私がいただいて良いものかと自

問しております。選定委員会の先生方に、この場を借りて

お礼を申し上げます。 

 1997 年に物性研究所に着任して以来、固体表面におけ

る動的過程（吸着、拡散、反応、脱離など）を中心に研究

を行ってきました。「固体表面と有機分子の相互作用に関

する原子スケール研究」に相当する業績は、主に二つ挙げ

ることができます。一つは、シリコン表面にアルケン分子

が化学吸着する反応（環化付加反応）において、低温にお

ける表面振動分光で安定前駆体を捕らえることに成功し、

走査型トンネル顕微鏡(STM)による原子スケール観察と

第一原理計算（常行・赤木グループとの共同研究）の結果

とあわせて、吸着反応の微視的なメカニズムを解明したこ

とです[1-6]。もう 1 つは、極低温における赤外反射吸収

分光、昇温脱離質量分析、仕事関数変化、低速電子回折、

放射光光電子分光、STM などを複合的に利用することに

より、Rh(111)表面とシクロヘキサンの相互作用（吸着、

反応、脱離）を定量的に解析し、特に速度論的な同位体効

果だけでなく幾何学的な同位体効果が存在することを発見

しました[7-12]。CH・・・M という相互作用に量子性を

垣間見たのではないかと思っています[12]。これらの研究

により、有機分子（炭化水素）と固体表面との相互作用に

ついての原子スケールの理解が深まったと考えています。

いくつかの原著論文と総説を文献として挙げましたので、

興味のある方は目を通していただければ、幸いです。 

 もちろん、これらの研究成果は私の力だけで成し遂げる

ことはできませんでした。研究室の助手であった山下良之

さん（現、物質材料研究機構）、現助教の吉本真也さん、

技術専門職員の向井孝三さんには、研究・教育のスタッフ

としてたいへんお世話になりました。シリコン表面とアル

ケンの反応については、常行真司先生（現、東京大学理学

部）と赤木和人先生（現、東北大学原子分子材料科学高等

研究機構）には第一原理計算により、実験では見えない部

分を明らかにしていただきました。さらに、これらの研究

に関係した博士研究員や大学院生諸君とは、測定データを

議論しながら、次々と実験を遂行してもらいました。また、

歴代の秘書さんには研究環境を支えていただきました。物

性研究所信研究室の皆様に感謝いたします。 

Fig. 1  日本表面科学会学会賞の授賞式にて、平成27年度講演奨

励賞を受賞した信研究室出身の博士課程卒業生と共に（2016年

5月21日、東京大学理学部化学講堂）。左：清水皇（現、デン

ソー）、中央：信淳（本人）、右：紅谷篤史（現、豊田中研）。

 表面科学という世界に私を導いていただいたのは、京都

大学理学部でご指導を受けた恩地勝名誉教授、西嶋光昭名

誉教授です。シリコンと不飽和炭化水素の反応は京大大学

院時代の研究が源流となっています。また、博士研究員と
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して勤務したピッツバーク大学化学科では、故 John. T. 

Yates, Jr. 先生に、表面キネティクスの考え方、精緻な測

定と定量的解析の重要性を叩き込まれました。前任地の理

化学研究所では、青野正和先生（現、物質材料研究機構）

の研究室で初めて STM を操作し、原子スケールで表面の実

空間像が観測できることに感動いたしました。それ以来、

STM は表面分光法と並んで最も重要な実験手法の一つです。

さらに、川合真紀先生（現、分子科学研究所 所長）の研究

室では、実験装置の構築、実験データの解析と深い解釈、

プロポーザルの書き方など、独立した研究者になるための

素地を作っていただきました。恩師の先生方に感謝いたし

ます。 

 この 10 月から物性研には部門横断型のグループができ、

私の研究室は機能物性研究グループに属することになりま

す（ナノスケール物性研究部門を兼務）。退職まで約 10

年ありますので、今後は新しい分野にも挑戦していきたい

と、秘策を練っているところです。これからも、皆様のご指

導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

Fig. 2 第20回日本表面科学会学会賞の楯 
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